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積み上げられた技の世界～芸術鑑賞会～ 

１２月１４日に「ミラクル中国雑技団」をお迎えして、芸術鑑賞会が行われました。４千年の歴史

を持つ中国雑技団の公演で、あきらめずに努力することの尊さ、努力に積み上げられた演技のすばら

しさに触れ、子どもたちに感動や自分もあきらめずに頑張ろうという気持ちを持ってもらうことが目

的です。 

体育館のステージにセットが組まれ、背景は中国の歴史を

象徴する万里の長城です。最初にきらびやかな獅子が入場し

てきました。ステージから降りて、子どもたちの周りをまわ

るときには大歓声でした。最初は少し怖かった人もいたよう

ですが、徐々に皆慣れてきて、頭を噛んでもらった人もいた

ようです。中国では獅子舞はお祝いなどめでたい席で披露さ

れるそうですから、力合西小学校のみんなに幸運を持ってき

てくれたのでしょう。 

その後もバランスや一輪車、ジャグリングなど素晴らしい

パフォーマンスを披露してもらいました。子どもたちの感想

です。 

『ぼくがいちばんおもしろかったのは、ししまいです。日

本のししまいは、色が黒と赤とみどりなのに、中国のししま

いは金だとしれておもしろかったです。最初は見た目から見

てこわかったけど、なれてくるとこわくなくなりました。ま

た見たいです。』 

『きょうはたのしくできたし、どきどきして落ちそうと思いました。すごくてれんしゅうをいっぱ

いしてた気もちが伝わったり、あきらめない気もちがたくさん伝わります。わたしもあきらめないよ

うにします。ほんとうにありがとうございました。』 

簡単な中国語の紹介もあったので、家に帰ってから中国語でお話しした人もいるかもしれません。

一つ一つの技を一生懸命に見つめる子どもたちのきらきらした眼差しを見ていると、努力に裏付けら

れた本物は、人の心をこんなにも動かすということを改めて感じました。子どもたちには成長となる

ための糧となる体験をたくさん積んでほしいです。私もあきらめない心を持ちたいと思いました。 

師走（体調管理と交通安全） 

早いもので２学期も残り１週間となりました。１２月を「師走」と呼ぶのには

諸説ありますが、師匠であるお坊さんが走るくらい忙しい月という説もその一つ

です。誰もが忙しく感じる季節ですが、そんな時こそ、インフルエンザやコロナ

ウイルスなどの感染症対策を含めた体調管理と、普段と異なる交通状況を踏まえ

た交通安全に十分気を付けてほしいと思います。クリスマスやお正月を楽しく過

ごすためにも、保護者の皆様のご協力をお願いします。 

令和５年１２月１５日（金） 

熊本市立力合西小学校 

第1７号 校長 江野 謙二 


